
マラヤにおける水稲栽培法の研究成果
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Ⅰ 窒素の施用量と施用適期

地 力は B.M.は高 く,B.L.ほ平均かまた･ほ若干低い_各成績は必ず しも一致 した傾向 ,TC-,J-;

さないが, 総 合 し て考察,'rl-加 ,-/7_I/,', 地 力 U)低い BIL で.'ま当然で17まあろがL:,;i:7JT,ic,)Jjul/lJFJが高い



第 1表 窒素施用壷と施用適期の試験成績

〔上欄 B･M･(mainseason),Lj｣棉 B･L.(mainseason),下欄 B.M.(Offseason)〕
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(注) 1･を除き各区とも P205 :0.67kg/アール, K20:0.34kg/ア-ル を基肥として施し, ll.は

さらに苦土ケイカル :17kg/アール を基肥に加用 した｡品種は Sigadis(mainseason),Pe

BiFun(Offseason)
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(第1豪)J/廿J日lU川恥⊃相対的に長い 晶挿U)作られる mainseasonには,奨励基準uj0.34kg/

アール よりも倍量のほうが多収を 示す例 が多い｡ 短期種を 用いる Offseason には 0.34kg/

ア- ル程度の施用が安全と考えられる｡次に施用適期としては穂数I闘某a)ためには,用 肥ない

しは田植約 1か月彼の分けつ肥が効果的であるが,倒伏その他uJll択lJH_)あって穂数と収量は必

ず しも結びつかない

Mainseasonには幼租上げ化から減数 '/jL裂期 にかけての穂肥が,完全 もみ数をふや して効果が

高 く, とくに B_L.では減数分裂期の肥効が高い (第 1表)ー 一方 Offseasonには分けつ肥

が穂数増と結びついて肥効が高いという永井氏の報告 もあるが,筆者の成績では収量斗二有,こ.':).

のある特定なf闇裾まみられず,穂肥のほうがやや効果的な現地試験の成績もあり,胞Hj適期に

ついては確認できない(=苦土ケイカル加FHの区はいずれも最高収量を示し,IJu用U)効果がほぼ

認められたr

u 代表 medium term 品種の耐肥性

各成分 0.68kg/アール までは施肥嵐の上昇によりほぼ穂数と穂長の向上や 多収U)仰向があ

るが千粒重については明らかでないし/ Sigadis,MayangEbos80,Subanglntanl17 などU)

一塁薄日ま耐肥性が高 い ｡ S.Intan117は 二期f′日射 iでは, /=王台T=1数がやや長いのが難点 と いえ

よう｡ ffJir.i_から大別すると Bongor と AnakKuchingは穂数里, S.Intan16は穂長が 30

cm もあって徳IT!.:型 とみなされ,他uJ4占抽出ま中間 型である｡ しか し日本稲に比べるといずれ

も少けつで,穂数が 30cmx30cm 柏で平均12本程度しかなく,最大は A.Kuchinguj16本で

あった,J

地力のあるところでは中期粧ujうちでは晩住0)もC/)ほど多収で,地力uj低いところでは申 圧

程度のものが望ましい｡供試範囲の施肥量でも登熟親にはかなり倒伏をおこしているー さらに

ljk肥 レベルを高めると. i,2uj品種を除き全面的にざ折倒伏/Ji-おこして減収を示すと推定さ

れる｡

m 苦土ケイ酸石灰の加用効果

増収-のカギとみられる室素を施す場合に,耐肥性が乏 しいUjで低いJu'ui肥レベルでも収最が

頭打ちとなる｡筆者の実験によると苦土ケイカルU)里独施)ljでは効果がみられないが,圭素と

併用す るとおおむね無加fH区に比べて増収を示 したこ.これには穂数よりも∴位数と千粒,Ttcj)向

上が関与している｡)加用量 17kgと 34kg/アール U)Hi.=二は収量に 有意差がみられないUjで,

前者が経済的である｡

H本U)場合と同様に,室素uj施)t的之界を高め増収と結びつき有望 である｡マラヤでは耐倒伏

性付加の効果は明らかでないが,高砧lto)ためか加用による初期/=l:/T'-f-の抑制はほとんど認められ

なかった 〕
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地力C))低い B.L uj永山では効果がより明 らかである (第1表)D 農家試験Luでも加用区は

左往古収鼠を示す例が多 く,標準区 (無室素)に比べて平均約 2割,疎柏の慣行区に比べると約

3割強uj増収となった｢,なお 17kg ljh川の場 合U)次 seasonへの裁効については,追試されノる
ことが必要であるし,

Ⅳ 苗代 日数と播種密度との関係

マラヤでは高温C/)ため25日くらいCjj苗 しろ日数で,草丈 も71-i令も日本での45日程度の苗とな

るLm2当り 55g(坪当り2合弱)C/)薄まきと:生百H数に応 じて 20-45Hの若宙が奨励されて

いる｡ しか し農家では2- 3倍の厚まき熟苗が使われる｡) 播種時期を翼にし田植時期を一致さ

せた設計でこU_)可否を検討 したC 図表は省略するが薄まきの君田は発根能力や木田の初期社台

は厚まきの熱帯よりも一般にまさるし1しか し申期以後は熱帯のほうが(生育が旺盛となり,播種

密度による差もほとんどみられな くなる｡111歳射勺には熟苗のほうが穂数が多い結果となる｡

h/lainseasonには不[1-吊田虫を招 く過熱苗は別 として,素質の劣る苗でも補償作用が本旧期FiE.J

に働いて,収量は奨励0)30日の薄まき苗と大差な くなる｡ /生育期問の短い Offseasonでもこ

U)傾向はみられ,必ず しも厚まきの熟苗は収量が劣るとはいえず,奨励の20日TEは りも30ヒ用-I-

のほうが多収の例もあったこ)

播種時期が10口,201--1も違うめに出穂期では数[｣しか差がみられないことから,熱帯のほう

が社台期間が長い形となる｡これが鎮台の回復に有利に働 くことが考えられる｡ したがってマ

ラヤの稲作ではrj本oj境地でもその傾向がみられるように,汗IJu)素質L))良否は収 量に大きく轡
かないとみて差 しつかえない ｡

17 除草と栽植密度

1. 北柏密度に闇迅する除草法の比較 :日本の回転除草機は在来農具 Keriによる除草より

もはるかに高能率で,刺創夏でも断根による生育抑制がほとんど認められない,,交互にflをお

いて片方を適すだけでほぼ除草効果がみられ,収量も矧恥芋に比べて除草区は増収を示 したO

も片正条に田植することが必要となる｡

次に栽植密度について付言する｡高橋, 永井氏によれば, 密植により m2当りuj穂数はほ

ぼ直線的に増加を示すu mainseasonには m2当り 16-22株,Offseasonには 16株が最高

収量を示すが,11株との間には mainseasonでは大差がみられないO しか し16株は農家の慣

行 (6-8株)に比べると著 しい密植となり,メイ虫の被告や倒伏の危険度が増大するoH]植

労力や将来の施肥 レベルの上昇を考慮すれば,ll-13株が二期作地精では適当と考えられるo

Lたがって現行の奨励基準は妥当とみられノる｡IF.条値と長方形や並木植の優劣については一定

レ)傾向が認められない し
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稲が郡 しろあるいは田植直後に全滅 した場合に,応急の対策として採用するのが妥 当と考えら

れノる｡

1Ⅶ 生 育 相 の 究 明

1. マラヤ稲の生胃相 '.代表と して mainseasonojR･China4と offseasona)PeBi

Funなどを用いた｡ 両 season とも田植後30から35日頃に存効分けつ期,40か ら42口頃に最

高分けつ〕gJとなり, 品種の早晩にかかわらず一定 している｡ 最高分けつ期か ら幼穂分化期まで

型 の品 種 が多 く最高茎数が少ないためか,有効茎捗合は予期以上に高 い ｡

_主かん葉数 (コレオブテイルと不完全葉を除 く)の増 加には施 肥量の違いによる差はほとん

ど認められず,短期種で16-19葉, 150｢膵.与圧o_)申期種で 18-20葉を示 した｡乾物市の消長よ

りみて,穂ぞろい直後に茎葉の貯蔵物質の穂-の移行がみられるoi:鰻 ～期間は高irr紳)ためか短

か く, 江湖i後30-35Rでいずれ も成熟期に達する｡ B･M.において mainseason に は 土壌

Eh6- -60--･.-60mV.pH-6.3-6･6,Offseasonには FJh6--90-∴50mV,pH-6･2-66 0~)

範囲を推移 し,口木に比べて

本甘初/1mか ら異常還元を示 し CfmO

た｡ 参考のため各成分の吸収

率を第 3表に示 した｡地力の

T射 ､B.M.でも苦土ケイカル

の加用により,ケイ酸吸収率

が高まるが,他の成分につい 長

ては 3区の間に大差が認めら

れな い ｡

2. 各 器官 oj伸長 ･乾物爪

U)推移とその相互関係 '･日本

では瀬古民 らその他多 くの人

により角利明されている｡マラ

ヤの 稲を 用いて 倒伏の 機構

などを解明する一環として取

り上げ,成績は第 1- 3図に

示 した｡各器官の伸長珪長と

･闘勿増加 とその相 互 関 係 は

RadinChina4と PeBiFtln

r′

∫ / : 柴 鞘
!

ll

_L __ __ I -_J____ ____i_ __ ____｣___

第 1図 地上部諸器官の伸長経過

(B.M.:mainseason,品種 RadinChina4)
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でほぼ同傾向を示 した′､とくに R.China4の伸長 ･

乾物爪増最盛期は愛知旭の成績と全 くといってよいは

ど一･致 した o 穂 ･葉身 ･葉翰および節問の伸び万や乾

物増加はS字状の曲線を示 して最高に達する｡ Boa)

乾物増加を除き,各器官の伸長4:.良 (乾物重増加)の

最盛期が ほぼ同時期になる器官は 次のように 対応す

る｡B｡(穂):Sl(第 1葉輪) :N2 (穂首か ら下方 第

3fiTJ-F洞), Bl(第 1葉身) :S2 :N3,B2 :S3 :N40す

陀物TTi:増加との闇係は,一般に該 器官の伸長速度が最

人になる頃に乾物の増人がようや く人となり始め,吃

物の増加が最人となる頃に伸長は終 りに近づ く(｡両者

は規tTJJEl:_しく交互におこり,下位より順次上位の甘rr,;

に及んでいる｡

H本稲と同様に触重増加が出穂甫後に一 時 的に横ば

いになる現象もみられ,開花 ･授精当時の呼吸嵐増 大

による消粍と推定されるo出穂後は穂のみの乾物市増

加が苦しく,同化産物の貯蔵器官から穂-の転流が認

められる｡この転流は予期以上に行なわれており,短

期種の PeBiFun のほうがやや多か った｡

第2図 諸器官の伸長と乾物壷増加経過
の模式図

(B.M.:Offseason,嵐種peBiFun)

(荏)数字は出穂前後日数

上段 伸長最盛期

下段 乾物増加最盛期

3. 倒 伏稲の形態的特長と倒伏指数 :マラヤの稲は耐肥性が砥いため,一一一般に撞 く倒伏する

状態でないと多収が望めない ｡ しか し倒伏を軽減することが,追肥の時期と関通 して増収-uj

カギとみられる｡ 第 4表のようにざ折する部位は地ぎわか.伸上 15cm までの節問で N3(租汗'ト

か ら下方第 4節問)と N4 が最 も多い｡これ らの節間を健全稲のそれに比較すると一般に太さ

も拙く徒長 している｡

ざ折倒伏を起こす危険限界は日本稲では倒伏指数 (モーメント/ざ折重 ×100) の200とされ

ている｡第 5表のように倒伏指数は N3と N4 では大差ないが,出穂後は漸次増加するo マラ

ヤの稲では出穂期ない し傾穂期に200に達 し,無肥区でも成熟期に200に逢 した.｡このように出

穂後は倒伏の危険性がきわめて高い｡

ざ折のおこる N3 と N4 は出租卜的それぞれ23,28日頃に主要伸長始期になり,伸長開始はそ

れよりさらに数 Hさかのぼる｡この当時稲休なり土壌】恒こ室素成分が過剰にあると倒伏の椋因

になる｡
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4. 発根率の推移 :10日おきに稲株の限,TI完全に持去 して植え, 1週間彼に再び刷 り艮 1'),

その間に発生す る根数,根市とその当町U)地上郡市 とujf粧裏より発根率を求めた′.マ ラヤレ)棉

の発根の推移は佐藤健吉氏の日本稲についてuj幸肝T'-とほぼ同佃 (･Jを 示 した (第 4図)rl

幼穂分化期l那'利ま｢†本の稲に比べてかな り発根能 力が低 く (発根率 79r;jlT下), ,冊出師二は

2%まで甘 下 し,眼の活 力が衰えることがうかがわれ た - こU)時期以降は穂(Jj充実に大切な畔

光昭i:ので,梶の機能の低下/i-防 ぐU)が課題となる

5. えい花数佃=損が登熟に及ぼす影轡 :マラヤしっ稲cj_)う′f:熟 串 ,L')は 森 '(;氏に よれば main

seasonで 65-91,00'で平均89?o'キ示 したC 筆者の調査では B.M.で 4seasonを通 じて無肥

区で8ユ～91qr,,施肥区 (fiJ･土ケイカル加用区;>今む)で76-88%を示 し,H本の稲よ 車 こ)や催

いが, 予期以上に高いL,籾数を極端に制 限して同化産物の一粒当 りの配分_局,Ji-高めると登熟)Li-

合は向 上十,7,.
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第 5表 作J)諸形質と倒伏指数の変化 (B.M.:上欄 mainseason,下柄 Offseason)

時期 試 験 zn
以
重

間
の
さ

糊
節
上
汎
以
尋

問
の
さ

佃

節
上
賄
似
点

間
の
さ

臣
節
上
机
以
長

区

Cm Cm
無 肥 136 129

才購恵施 肥 147 138

苦土ケイ･
ヵル加用 154

無 肥

傾穂･施 肥

苦土ケイ
カ･レ･.]l川｣

無 肥

成熟 施 肥

苦土ケイ
カル加用

9

3

6

√

7

3

3

6

6

【
3

5

5

1

1

1

.
l

1

1

45

32

55

58

一
31

47

44

(4) (5) (6)

節 線moment】mo冒,entざ上 の N4
さ (1)×(3):(2)×(4)i

g g g･cm g･cm
16.0 14.2 .2171 1829

17.3 14.9 2544 2066

18.7 16.2 2886 2344

19.0 17.5 3081

20･9 19･3__;3477

15.0 13.8 2072

18.0 16.5 2815

16.8 15.5 1515

_ ~ニー _ -; _二 ∴

無 肥 123 116 17.5 15.8 2141

施 肥･_137 129 17･4 15･6 2384
1

無 肥 126 119 15.0 13.2 1886

施 肥 131 124 16.2 14.3 2129

8

3

2

.
9

6

9

8

1

4

0

1

2

0

7

0

8

4

2

2

2

3

'
1

2

2

(7) (8) 倒伏指数倒伏指数

折 重 ざ 折 亨E
N 4 N 3N 4 N 3

(5)/(7) (6)/(8)
×100 ×100

g g .C. L'_･,
1258 1238 173 148

1106 1072 230 193

1245 985 232 238

1301 1351 186 155

1144 1087 269 250

1392 1295 250 235

5

9

8

"
3

9

5

0

1

"
8

5

0

9

1

.
l

1

1

1

リ
l

1

914 196 186

834 310 290

943 230 236

1065 124 112

990 159 153

1827 1205 1242 178 147

2024 1069 1028 223 1971

1775 861 752 247 236

(注) 栽植距離 30cmx30cm,mainseasonには RadinChina4を用い,P205:0.67kg/アール,
K20:0.22kg/アール を基肥とし,Nは総量 0.50kg/アール を去別巴と穂肥に1:2の割合に施
した｡ 苦土ケイカルは 17kg/ア-ル を差別巴に加用｡ offseasonには PeBiFunを用い,
施肥量 ･施肥方法は前者と同株にした｡

第 6表 水深と田植茨 との関係 (わ く試験)(B.M :上欄 mainseason,下欄 Offseason)

水 深 田 植 深 相 良

cm
55

1010

2020

5

5

0

0

0

0

1

1

2

2

Cm Cm

5 27.2

10 27.9

5 28.2

10 28.7

5 29.6

10 29.5
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1ユ
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…
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0
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1
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4

4

3

2

2

1

1

1

1

1

1

8

9

1

7

6

4

5

5

7

4

0

1

2

2

2

2

2

2

精 重緋 収 量 比
g ,C /(,

20.1 456 100

19.9 447 98

19.9 466

19.8 424

19.7 413

20.0 419
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5
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4
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9

9

9

1

0

5

2

5

2

∩-

0

0

1

0

9

9

｢1
1

↓1
1

(注)供試品種は RadinChina4(mainseason),PeBiFun (Offseason). *わ く (91cm x

91cm)当り数値｡施肥量はわ く当り N:5.6g,P205:5.6g,K20:5.7g.
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これは無目凹*よ r:)も隼付けHLU了 '! ノ

メ)組数U)多い施肥区におい て減苦で

になる過剰えい(r仁による登熱心合J)

甘 Fu)柚旬が',5少認められる｡一･万

この処理結果よりみて, 阻烏麦佃に

よろ干樟･臣甘ノこし刃裾､十は最大4-5

㌔とみられノた､

lTR 水深に関する試験(十 く訂叛)

上 水深とi冊直深との旧 任 :第6

長U)ようにIjh肥条件 FでlIl水深とHl

支配的で,深耕 の/指轡は少ない Ll 扶

植 U)棋準柏に対する収量 差 はほと/L,

ど有意差が認められない｡､これ.'i初

制圧T'j'の不振 も本1川 い期や後期に回

ラヤUyFltRは/i:_態 的に不良 条件に鈍!曇
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第 4図 校 の 発 眼 の 推 移

(B.M.:Offseason,晶種 B.M.5.)

であることが うかがわれ る ｡

2, 水深と施肥jj法との1p畑系 :前記しっ試験や水深と-一株苗数の試験でt'ま施肥条件下で行 な -

たため,深水の場合cI)一棟苗数cJ)増加や探値のI,r‡竹,E.;カ叫丈量には必ず しも明瞭にみら;!L,な か っ

〉♪_
h＼l■- br

第7表によれば無肥条件 下でtljIl黒 軍･J)水深1=比べて 10cm で約 2刊,20clllで約 3刊.J)減収

season は,JF(深 10cm で 6,?',I 20cm で 29')-,Jc)〕減収と/}'iったが, mainseason には圭累,JT1-lEll',-

量にしたこともからんで標準水深とノこ差ない収 量 /'壬示 した . ニ U)こと.'L三mainseasonu)ほう

が芋素U)利J服LjJ率¢邦訳 ､こと/f1-,jLU/三している 深//Kの場合U)室素の施肥法として霊,追肥よIT)

も拭肥･11I,F.J.7-jJミ望ま しい と考え られ るー

1.しっ試験で深柿の,Ta影響が収 量に明瞭に表われ.なかったujIま,鳳把表作下での試験0)たr鉦

'l:.Tl巨村長な処理ほど肥料による補償作用が漸く働いたことも関連すると考えられるOなお,マ

ラヤの持家水川では無肥料と深水などU)不艮条件が古いこと,J･_--考えるとき,日出 十と二に岩室:,'LJi

用によるfT.射郡Jjll二効 果の意義を強調 したい

-.】
- t)し)--



第 7表 水深と施肥法との閑係 (わく試験)(B.M.:上欄 mainseason,下欄 Offseason)

肥

水 深 穂 長

Cm Cm

5 27.5

〇 26.5

5 29.2

10 27.3

10 27.4

10 29.7

20 28.2

20 27.9

20 30.2

555

101010

202020

7

9

6

7

0

1

9

5

4

1

1

2

1

2

2

1

2

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

穂 数 ･精粗千粒重 精 粗 重* 収 量 比

14.9

19.6

17.7

14.3

20.4

18.4

ll.1

16.1

15.0

25.5

28.7

29.9

22.6

29.3

27.6

18.2

25.1

22.9

g g
20.4 363

21.2 422

20.7 445

19｡8 302

20.7 468

20.1 450

20.7 270

20.9 438

20.3 401

22.8

23.3

23.4

22.3

22.7

22.6

21.6

22.022.0

9

6

0

9

0

8

1

1

7

6

2

6

8

9

2

1

3

9

4

5

5

3

4

5

3

4

3

100

116

123

83

129

124

74

121

110

0

2

9

3

4

3

6

2

5

0

1

1

8

0

1

6

9

8

1

1

1

1

1

形

(注)供試品種は RadinChina4(mainseason),PeBiFun (Offseason).*わく (91cm x
91cm)当り数値｡施肥量はわく当り N:5.6g (mainseason),2.8g (Offseason),P205:

5･6g,K20:5.7g,基肥区は全肥料を基肥に,追肥区はNのみを分けつ肥と積肥に等分に施した｡

Ⅸ 中干 しに関する試験 (ポッ ト試験)

B･M･の水田において佐本氏は中干 しを行なったが, その収量に及ぼす効果については明確

ではなか った｡ また森谷氏の成績で も10日おきの田面排水では,排水のみの効果については認

められなかった ｡

筆者の成績でもポッ ト試験ではあるが,有効分けつ確保後の 2あるいは 3週間の中干 しでも

収量向上の効果は確認できなかった｡中干 しには土壌還元の緩和のプラスと同時に脱窒による

土壌養分の損失が考えられる｡ マラヤにおいては中干 しは増収技術としてでな く,その期間の

節水や稲の倒伏防止,土壌の異常還元の緩和として意義があろう｡なお,マラヤの ｢土と水と

稲の関係｣については松島氏の詳細な報告がある｡

X 整地ならびに入水条件の差

マラヤでは入水 した水闇で Tajak を用いて州毎の刈株や雑草をなぎ倒 して腐 らせ,表層に

混ぜ る程度で しろかきを終わる例がある｡森谷氏は土壌の反転耕起と還元防止のための乾田砕

土の整地法の効果を報 じている｡高橋氏 も闇植20日前に入水 したものより,田植両前に入水 し

たものが39%増収 したことより,後者は還元緩和に効果があるとしてい る ､)
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